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■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

411 施策 就学前の教育・保育の充実

私立幼稚園事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1

市民ニーズ、社会的役割 幼児教育・保育の無償化などで保育需要が高まる一方で、幼稚園の認定こども園化には時間を要する見込
みであり、引き続き私立幼稚園による長時間の預かり保育により3歳以上児の受け皿の役割を担ってもらう
必要がある。しかし、私立幼稚園で幼稚園教諭や保育士の確保が難しく、教育課程に加え預かり保育を充
実させることは困難な状況である。また、施設規模や地域の違いにより預かり保育の運営方法が違う中で、
間接的経費の施設負担の軽減が課題となっている。令和2年度に、補助区分を上乗せと促進補助を創設し、
長時間預かり保育の利用枠拡大と、より多くの私立幼稚園において長時間預かり保育を円滑に実施してもら
うよう図った。令和3年度以降においても、私立園での預かり保育の実施・充実につながる事業を継続してい
く。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
保育対応型幼稚園助成事
業

保育幼稚園室
保育を必要とする児童の受け皿を確保するため、子ども・子育て支援
新制度に移行していない私立幼稚園が通年で長時間保育を実施す
る場合に、その実施に要する費用の一部を補助

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

10,200
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 年度

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②

（千円）

※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

私立幼稚園就園奨励費補助金支給事業 保育幼稚園室

小規模保育卒園児受入臨時助成事業 保育幼稚園室

就園奨励特別対策事業 保育幼稚園室


